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論文内容の要旨

専攻領域 リハビリテーション科学領域

専攻分野 健康情報科学分野

氏 名内田純子

論文題目（外国 諾の橘合は，その和訳を（ ）を付して併記すること。）

Effects of multicomponent attention training rn a 
nonrandomized controlled trial of healthy adults. 
（健康成人を対象とした非ランダム化比較試験における多成分

型注意カトレーニングの効果）

論文内容の要旨 (1,000字～ 2,000字でまとめること。）

［背景 】 健眼な成人の加齢による認知機能の低下に、認知トレーニン
グが認知機能の維持 ・改善に効果があることがわかっている 。先 行研
究では記憶や遂行機能に精目したものが多く、注意機能に焦点を当て
た認知介入の研究は少ない。本 研究における非ランダム化比較試験 で
は、注意の各成分に働きかける多成分型注意カトレーニングを健常成
人に実施し、神経心理学検査の変 化 でトレーニング効果を検討した。

［方法 】健康成人 39名が参加し、年齢思ごとにトレーニング群と対照
群に割り付けた。平均年齢は、高齢者のトレーニング群 65.4土 2.2歳、
コントロール群 64. 7士5.3歳 。若 年者のトレーニング群 24.7土2.9歳、
コントロール群 25. 2士3.4歳であった。すべての被験者は初回面接時
および 2週間後に神経心理学的検査を受けた。 トレーニング群は初回
面接後 2週間以内に、 10セッションの多成分型注意カトレーニングを
受けた。•このトレーニングは、頭部外低患者への注意リハビリテーシ
ョンで有効性が示されている Attention Process Training 
(Sohlberg. 1986)を参考に作成し、 5つの注意の構成要素（注意の集
中 ・選択性注意 ・分割性注意 ・持続性注意 ・注意の転換）に働きかけ
る特徴がある。統計解析は反復測定分散分析を行い、 トレーニングに
よる認知機能の変化を調べた 。

［結果 】 ①主に処理速度を評価する Symbol Digit Modalities Test 



(SD町）スコアの変化が、嵩齢者と若年者それぞれにおいて、コント
ロール群よりもトレーニング群で有意に大きかった。②トレーニング
群では、高齢者よりも若年者の SDMTスコアの変化が有意に大きかった。

【考察 】本研究の主要な発見は、トレーニング群の SDMTが両年齢層で
有意に改善されたことである。この結果は、多成分型注意カトレーニ
ングが、注意より高次な認知階屈に位院する処理速度を改善したこと
を示している。多成分型注意カトレーニングが注意の各成分を改善し
た結果、注意の制御システムである Supervisory Attention System 
(SAS) が効率的に働いたと推測される。注意の強化に伴い、 SASの情

報を適切に管理 ・処理する機能が改善し、処理速度が向上した可能性
がある。この結果の考えられるもう一つの説明は、移転効果が生じた
可能性である 。認知 トレーニング効果は同じ認知領域内の異なるタス
クに改善が起こりやすいとされている (neartransfer)。 SDMTは主に
処理速度を評価するが、 SDMTの実行には選択的注意と分割的注意が必
要である。認知トレーニングで強化した注意機能と SDMTの実行時に働
く認知機能が同じ認知領域であったため、 neartransferが生じ、 SDMT
の成絞が向上した可能性も考えられる。

また、この認知機能の改善が、高齢者だけでなく若年者にも認知機
能の改善が生じたことは注目に値する。認知トレーニング効果を得る
ためには、被駿者の認知機能レベルに合わせたトレーニング課題を提
供することが重要である。本研究で用いた注意カトレーニングは、商
齢者 が取り 組みやすい簡単な課題から、若年者にと っても 難しい課題
で構成した。さらに、各課題に実施時間と正答率を記入する欄を設け、
成組の向上を目標としたことで、簡単な課題であっても自己研鑽を和
むことができたと考えられる。このように、各セッションにおいて両
年齢陪に適した課題が用意されていたため、注意カトレーニングが高
齢者だけでなく若年者の認知機能も向上させた可能性がある 。

もう一つの発見は、 SDMTの改善は、商齢者よりも若年者が大きかっ
たことである。この結果は、高齢者は認知的可塑性を保持しているが、
若年者よりも顕著でないという仮説と一致する。

本研究では、 SD町と数字の逆唱課題である Digit Span (backward) 
以外の神経心理学的検査に有意差は認められなかった。これらの結果
に関しては、天井効果が生じた可能性や、訓練されていない認知機能
に訓練効果が移行する far transferは生じなかったと考えられる。

これらの結果は、多成分型注意カトレーニングが、健康な面齢者の
処理速度の向上させることを示した。

【結論 ］ 本研究では、多成分型注意カトレーニングが、健康な若年者
と高齢者の処理速度を改善させることを示し、情報を適切に管理 ・処
理する能力を促進させる可能性が示唆された。

指導教員氏名 ：種村留美



（別紙 1) 論文審査の結果の要旨
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要 旨

本論文は、 若年者と高齢者(/)健康成人 39名を対象に、注意機能に焦点を 当 て注意(/)

各成分に働きかける多成分型注意カ トレーニング効果を検討したものである 。

注意トレーニングの期間は 2週間であった 。若年群と高齢群は 、注意トレーニング群と

コントロール群に割り付けられ 、2週間の前後には注意に関する神経心理検査を行って

いる 。 注意トレーニングは 、10セッションの多成分型注意カトレーニングとしている 。

このトレーニングは、有効性が示されている Attention Process Trainingをベースと

して、注意の集中 s 選択性注意・分割性注意・持続性注意・注意の転換の 5つの摺成要

素に働きかけるトレーニングを行っている 。 結果は、処理速度評価の Symbol Digit 

Modalities Test (SDMT) が、コントロール群よりも 高 齢群および若年群ともに有意に

大きく、さらにトレーニング群では、高齢群よりも若年群の SDMTスコアの変化が有意

に大きかった 。 2週間とトレーニング期間は短いが、高齢群 、若年群共に最も注意能力

を必要とする SDMTスコアが伸びたことは、注目に値する 。 また、 2週間の注意トレー

ニ ン グの工 夫 もなされており ｀6日目に再度難易度の段階を下げることで、トレーニン

グのリタイヤや飽きを考慮していた 。高齢者のみならず若年者にも認知機能の改善が生

じたことは注目に値する 。
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